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産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
に
！

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
産
前
産
後

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

と
な
り
ま
す
。

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
ヶ
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後
期

間
」
と
い
い
ま
す
）
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
ヶ
月
前
か
ら
６
ヶ
月

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
ヶ

月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

し
込
み
を
総
務
防
災
課
町
民
係
お

よ
び
出
張
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備

え
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び

町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
㈰

保
険
料　
2
月
中
に
加
入
さ
れ
る

方
は
１
口
80
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
40

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
被
保
険
者
が
、
国

内
で
の
車
両
（
電
車
・
自
動
車
・

二
輪
車
・
自
転
車
な
ど
）
の
衝
突

お
よ
び
横
転
事
故
、
ま
た
は
歩
行

中
の
車
両
と
の
接
触
事
故
に
遭
わ

れ
た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶

な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対

象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数

1
口
に
つ
き
）

を
含
み
ま
す
）

対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
方

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
ヶ

月
前
か
ら
届
出
可
能
で
す
。

※
た
だ
し
、
届
出
が
で
き
る
の
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

届
出
先　
保
険
健
康
課

届
出
時
に
必
要
な
も
の

　
出
産
前
の
届
け
に
は
、
母
子
健

康
手
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
出
産
後
の
届
け
に
は
、
原
則
不

要
で
す
が
、
被
保
険
者
と
子
が
別

世
帯
の
場
合
は
、
出
生
証
明
書
な

ど
出
産
日
お
よ
び
親
子
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

照
会
先　
小
田
原
年
金
事
務
所
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２
２
―
１
３
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○�

死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺

障
害
認
定
を
受
け
た
場
合

�

１
０
０
万
円

○�

け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・

入
院
し
た
場
合

�

５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変

わ
り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保

険
（
健
康・労
災・生
命・傷
害・自

動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

�

養
成
講
座

　
自
殺
者
の
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
で
年
間
約

２
万
１
，
０
０
０
人
、
１
日
に
約

60
人
余
り
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て

い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
自
分
自
身
は
も

ち
ろ
ん
、
悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り

添
い
、
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
3
月
18
日
㈪
14
時
～
15

時
30
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
4
階
会
議
室

内　
容
（
テ
ー
マ
）

　
「
大
切
な
い
の
ち
を
支
え
る
輪

を
広
げ
よ
う
」

講　
師　
湘
南
精
神
保
健
福
祉
士

事
務
所　
所
長　
長
見
英
知　
氏

（
精
神
保
健
福
祉
士
）

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

持
ち
物　
筆
記
用
具

そ
の
他　

受
講
者
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

自
然
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が

�

健
康
に
よ
い
理
由
～
裸
足
に
な
り
た
い
～

�

箱
根
芦
ノ
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
通
信（
そ
の
12
）

　
そ
れ
は
私
が
教
員
に
な
っ
て
２
校
目
。

他
県
の
山
の
小
さ
な
学
校
に
赴
任
し
た

４
月
の
あ
る
日
曜
日
。
学
校
へ
向
か
っ

て
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
農
作
業
途

中
の
お
じ
さ
ん
が
自
転
車
を
引
い
た
中

学
生
を
叱
り
つ
け
て
い
る
場
面
に
出
く

わ
し
ま
し
た
。
「
事
故
か
な
？
」
何
と

も
言
え
ぬ
胸
騒
ぎ
が
よ
ぎ
り
ま
す
。
車

を
停
め
て
駆
け
寄
り
、
声
を
か
け
ま
し

た
。

　
す
る
と
「
お
う
！
先
生
け
ぇ
？
こ
こ

の
交
差
点
は
あ
っ
ち
か
ら
来
ん
と
、
一

時
停
止
が
分
か
ん
な
く
て
よ
く
事
故
が

あ
ん
だ
よ
！
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
の

交
差
点
は
小
学
校
区
の
外
で
、
入
学
ま

も
な
い
中
学
生
が
よ
く
接
触
事
故
を
起

こ
す
場
所
で
し
た
。

　

そ
の
地
域
は
、
元
は
一
村
一
中
学

校
で
、
ま
さ
に
『
子
ど
も
は
村
の
宝
』

『
学
校
は
お
ら
が
村
の
学
校
』
と
い
う

土
壌
が
根
付
い
て
い
て
、
他
人
の
子
で

あ
ろ
う
と
叱
る
べ
き
場
面
で
は
き
ち
ん

と
叱
る
こ
と
が
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て

い
る
地
域
で
し
た
。

　
今
は
時
代
が
違
い
、
そ
う
は
い
か
な

コ
ラ
ム
「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

い
で
し
ょ
う
が
、
情
報
共
有
は
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
住
民

だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
る
情
報
。
幼
少
期

か
ら
見
て
き
た
か
ら
分
か
る
そ
の
子
の

特
性
な
ど
…
様
々
な
情
報
が
生
徒
個
々

の
理
解
と
指
導
に
大
き
く
役
立
つ
の
で

す
。

　
箱
根
は
一
町
一
中
学
校
で
す
が
、
広

い
学
区
な
の
で
地
域
の
生
徒
の
様
子
を

な
か
な
か
つ
か
み
き
れ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
逆
に
地
域
の
皆
様
も
箱

根
中
学
校
の
様
子
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
校
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
毎

日
の
学
校
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
様
か
ら
も
生
徒
の
様
子

を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

箱
根
中
学
校
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（
文
責　
教
頭
・
生
月
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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今
回
は
、
五
感
の
中
で
も
、
触
覚
、
足

の
裏
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ま
す
。

【
足
裏
は
第
二
の
心
臓
】

　
「
足
裏
は
第
二
の
心
臓
」
と
呼
ば
れ
、

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

の
説
明
で
は
「
心
臓
が
全
身
に
血
液
を

送
っ
て
健
康
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
、

足
裏
も
全
身
に
刺
激
を
与
え
て
健
康
を
維

持
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
足
裏

に
は
重
要
な
ツ
ボ
が
多
く
あ
り
、
ツ
ボ
を

刺
激
す
る
こ
と
で
、
血
行
が
促
進
さ
れ
、

症
状
を
緩
和
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

【
自
然
に
触
れ
て
健
康
に
な
る
】

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
の
関
連
で
興
味
深
い

の
は
、
医
学
博
士
の
堀
康
則
氏
が
提
唱
し

て
い
る
、
体
内
静
電
気
を
抜
く
「
ア
ー
ス

健
康
法
」
で
す
。（
参
考
書
籍　

堀
泰
典

「
は
だ
し
で
大
地
に
立
つ
と
病
気
が
治
る
」

マ
キ
ノ
出
版
）

　
「
体
内
静
電
気
」
と
は
、
冬
に
バ
チ
ッ

と
す
る
体
表
静
電
気
と
は
異
な
り
、
体
内

に
た
ま
っ
て
い
る
静
電
気
の
こ
と
。
体
内

静
電
気
が
増
え
る
と
、
様
々
な
不
調
の
元

凶
に
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
体
内
静
電
気

を
抜
く
た
め
の
方
法
が
、「
裸
足
で
大
地

に
立
つ
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
方
法
な
の

で
す
。
砂
浜
な
ど
、
大
地
を
裸
足
で
歩
い

て
気
持
ち
が
い
い
の
は
、「
体
の
中
に
た

ま
っ
た
体
内
静
電
気
が
大
地
に
ア
ー
ス
さ

れ
る
、
つ
ま
り
、
外
へ
抜
け
て
い
く
か
ら
」

と
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
現
代
の
生
活
は
自
然
と
肌
で

接
触
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
「
体
内
静
電
気
を
抜
く
に
は
、
大
地
や

川
、
海
と
い
っ
た
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が

い
ち
ば
ん
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
筆
者
も
意
識
的
に
、
さ
ら
に
自
然
に
触

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

執
筆
者　
新
行
内
勝
義
（
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
精
神
保
健
福

祉
士
）

　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森
に
も
、
裸
足
に
な

れ
る
芝
生
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

プレママ・パパ
� （出産育児）教室

日　時　 2月2７日㈬１３時３０分～１6時
場　所　さくら館
内　容�　お産や母乳育児についての話、

赤ちゃんの沐
もく

浴
よく

実習
対　象　これから母親、父親になる方
持ち物�　母子健康手帳、筆記用具、エ

プロン
申込方�法　 2月2０日㈬までに電話で申

し込んでください。
申込・照会先
　子育て支援課
　☎８5－9595


